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高度管理医療機器の認証基準に関する取扱いについて

　

平成２５年１１月 ２７日に公布された「薬事法等の一部を改正する法律」（平成
２５年法律第８４号。 以下 「改正法」 という。） による改正後の 「医薬品、 医療機

器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」（昭和 ３５ 年法律第１４５
号。 以下 「法」 という。） に基づき、「薬事法第２３条の２の２３第１項の規定に

より厚生労働大臣が基準を定めて指定する医療機器の一部を改正する件」（平成

２６年厚生労働省告示第４０４号。以下「改正告示」という。）が公布されたところ

です。

　

改正告示による．改正後の「医薬品、 医療機器等の品質、 有効性及び安全性の

確保等に関する法律第２３条の２の２３第１項の規定により厚生労働大臣が基準
を定めて指定する医療機器」（平成１７年厚生労働省告示第１２２号。 以下 「当該

基準」という。） において、当該基準に指定する高度管理医療機器 （以下「指定

高度管理医療機器」という。） の基準の適合に関し必要な事項は、厚生労働省医
薬食品局長が定めるものとされていることから、 下記のとおり取扱うこととし

ましたので、貴管内関係団体、 関係業者等への周知をお願いいたします。

　

また、 本通知の写しを独立行政法人医薬品医療機器総合機構理事長、各登録

認証機関の長、一般社団法人日本医療機器産業連合会会長、 米国医療機器・Ｉ
ＶＤ工業会会長及び欧州ビジネス協会医療機器委員会委員長宛て送付すること
としています。

　

なお、 本通知は改正法の施行の日 （平成２６年１１月２５日） から適用します。

記

１． 指定高度管理医療機器の認証基準について

（１） 第１条関係

　　

第１項に基づき、当該基準別表第１の下欄に掲げる基準に適合する同表

　

の中欄に掲げるもの（専ら動物のために使用されることが目的とされている

　

ものを除く。） であって、 同項各号に掲げる①から②の要件の全てに適合す



　

ることが求められること。ただし、指定高度管理医療機器として申請される

　

高度管理医療機器の形状、構造及び原理、使用方法又は性能等が既存の高度

　

管理医療機器 （以下「既存品目」という。） と実質的に同等でないときは、

　

当該基準に適合しないものとして、承認審査が必要になること。 なお、既存

　

品田こついては、当該基準に含まれる一般的名称の範囲であれば承認品目か

　

認証品目かは問わないこと。

　

①

　

法第４１条第３項の規定により厚生労働大臣が定める医療機器の基準

　　

（平成 １７年厚生労働省告示第１２２号。 以下「基本要件基準」という。）

　　

に適合すること。

　

②

　

別表第１の下欄に掲げる基準及び基本要件基準の適合性に関する資料

　　

を （ア） から （ウ） に掲げるところにより収集し、 かつ、 作成されたも

　　

のであることが求められること。

　　

（ア） 当該資料を作成することを目的として行われた調査又は試験にお

　　　

いて得られた結果に基づき正確に作成されたものであること。

　　

（イ）（ア） の調査又は試験において、 法第２３の２の２３第１項の認証の

　　　

申請に係る医療機器についてその品質、有効性又は安全性を有するこ

　　　　

とを疑わせる結果が得られた場合には、当該結果について検討及び評

　　　

価を行い、 その結果が当該資料に記載されたものであること。

　　

（ウ） 当該資料の根拠になった資料は、 法第２３条の２の２３第１項の認

　　　

証を受けるまでの間保存されるものであること。ただし、資料の性質

　　　

上その保存が著しく困難であると認められるものにあっては、この限

　　　

り で な い。

（２） 第２条関係

　　

当該基準の適合に関し必要な事項は、 厚生労働省医薬食品局長が定める

　

ものとされており、 本通知の別添のとおり定めるものとすること。

２． 厚生労働省医薬食品局長が定める事項

　

御Ｊ添） の取扱いについて

　

当該基準別表第１の番号ごとに定められた指定高度管理医療機器の基準の

適合に関して、必要な事項とともに、 登録認証機関が当該指定高度管理医療

機器の審査を行うために、厚生労働大臣に届け出る必要がある高度管理医療

機器の業務範囲の記載区分について別添のとおり定めることとする。

　

また、当該基準別表第１に指定高度管理医療機器を新たに定めたときには、
併せて本通知の別添に新たに定めた指定高度管理医療機器の取扱いを追加し

改正することとする。

３． 厚生労働省医薬食品局長が定める事項 （別添） の内容について

（１） 高度管理医療機器の業務範囲の記載区分



　　

登録認証機関が指定高度管理医療機器の審査を行うため、厚生労働大臣

　

に届け出る必要がある高度管理医療機器の業務範囲として定めるもの。
（２） 基準の適合に関して必要な事項

　

① 適用範囲

　　　

当該基準別表第１に示された指定高度管理医療機器のうち、当該基準

　　

第１条に求められる既存品目と実質的同等とされる範囲を示したもの。

　

②

　

既存品目との同等性を評価すべき主要評価項目とその基準

　　　

当該基準別表第１の下欄に掲げる基準のうち、 既存品目との同等性を

　　

評価すべき主要評価項目に係る評価方法や評価指標を厚生労働省医薬食

　　

品局長が定めるもの。 当該基準に従って、既存品目に適用される規格等

　　

（③の基本要件基準を満たすために引用可能な規格等一覧を参考） に基

　　

づき既存品との同等性を評価すること。

　

③

　

基本要件基準を満たすために引用可能な規格等一覧

　　　

基本要件基準に適合することを説明するために引用可能な規格等を示

　　

したもの。 当該規格等の要求事項への適合を示すことで、基本要件基準

　　

の各条項に求められる適合を示すこと。 なお、 当該一覧にない他の規格

　　

等 （以下「他規格等」という。） により基本要件基準の各条項に求められ

　　

る適合を示すための妥当性のある説明を行い、 当該他規格等への適合を

　　

示すことでも差し支えないこと。

４． 基準への適合に係る資料の信頼性に関する取扱いについて

　

当該基準第１条第１項第２号で求められる基準への適合性に係る資料の信

頼性に関する取扱いについては、別途通知で示すこととする。

５， 関連法令や通知への対応について

　

指定高度管理医療機器に関連した法令や通知等 （例えば、 医療機器の安全

対策通知や自主点検通知等） に求められる対応については、 必要に応じてそ

の確認を行うこと。

６，その他

　

制定された認証基準に基づき、独立行政法人医薬品医療機器総合機構 （以

下 「機構」 という。） は登録認証機関を対象とした認証基準のトレーニングを

行うこととしており、 指定高度管理医療機器の認証審査を行う登録認証機関

は、 当該トレーニングを受けること。 なお、 トレーニングについては、 機構

のトレーニング運営要領によるものとすること。



別添１

インスリンペン型注入器に関する取扱い

　

この別添の取扱いについては、 法第２３条の２の２３第１項の規定により厚生

労働大臣が基準を定めて指定する高度管理医療機器のうち、別表第１の一に規
定する 「１， インスリンペン型注入器」 の基準の適合に関して定めるものであ

る。

１． 高度管理医療機器の業務範囲の記載区分

　　

当該業務範囲については、「１． インスリンペン型注入器」 とする。

２． 基準の適合に関して必要な事項

（１）適用範囲

　　

別表第１の一に規定する 「インスリンペン型注入器」 は、 医薬品、 医療機

器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律第２条第５項から第７

項までの規定により厚生労働大臣が指定する高度管理医療機器、管理医療機

器及び一般医療機器（平成１６年厚生労働省告示第２９８ 号）別表第１第 ４６７

　

号に規定するインスリンペン型注入器であって、３００単位／３ｍＬ のイ ンスリン

製剤を投与する注入器に限る。 電気的表示機能を持つ製品を含む。 ただし、
情報処理及び制御等のためのデータ通信等に関わる機能がある場合は、認証
基準の範囲外とする。

（２） 既存品目との同等性を評価すべき主要評価項目とその基準

　

以下に示す内容を踏まえ、既存品との同等性評価を行うこと。その際には、
既存品に適用される規格等（（３）基本要件基準を満たすために引用可能な規
格等一覧を参照） を用いること。

①

　

機械的性能

　

イ ンスリンペン型注入器に求められる一般要求事項 （例えば、Ｊ服

Ｔ３２２６－１：２０１１「医療用ペン形注入器－第 １ 部：ペン形注入器－要求事項及

びその試験方法」 の 「５一般要求条件」 を参照） を評価する。

②

　

投与量の精度

　

イ ンスリンペン型注入器に求められる投与量の精度 （例えば、Ｊ薦

Ｔ３２２６－１：２０１１「医療用ペン形注入器－第 １ 部：ペン形注入器－要求事項及

びその試験方法」 の 「９投与量精度の決定」 を参照） を評価する。



③

　

無ディフェクト性

　

インスリンペン型注入器で確認すべき異常の有無 （例えば、Ｊ服

Ｔ３２２６－１：２０１１「医療用ペン形注入器－第 １ 部：ペン形注入器－要求事項及

びその試験方法」の「１０異常の有無（無デイフェクト性）の確認」を参照）

を評価する。

（３） 基本要件基準を満たすために引用可能な規格等一覧

　

認証基準への適合に関し、基本要件基準に適合することを説明するために

引用可能な規格等は以下のとおりであり、基本要件基準への適合を示す際に

は、 これらの規格の要求事項に適合することを示すこと。 また、 これらの規

格等への適合が確認できない場合は、適合を確認するために使用する他の規

格等の妥当性及び当該規格等への適合を示すことで、 基本要件基準への適合

を示すこともできる。

①

　

同等性評価の考え方
・Ｊ酷 Ｔ３２２６－１， 医療用ペン形注入器－第 １ 部：ペン形注入器－要求事項

　

及びその試験方法

　

・ 工ＳＯ

　

Ｉ１６０８－１， Ｎｅｅｄｌｅ－ｂａｓｅｄ

　

ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ

　

ｓｙｓｔｅｍｓ

　

ｆｏｒ

　

ｍｅｄｉｃａｌ

　

ｕｓｅ

　

－

　　　

Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ

　

ａｎｄ

　

ｔｅｓｔ

　

ｍｅｔｈｏｄｓ

　

－

　

Ｐａｒｔ

　

ｌ： Ｎｅｅｄｌｅ－ｂａｓｅｄ ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ

　　

ｓｙｓｔｅｍｓ

②

　

その他

・Ｊ藤 Ｔ３２２６－２， 医療用ペン形注入器－第 ２ 部：注射針－要求事項及びそ

　

の試験方法

　

・ 工ＳＯ

　

Ｉ１６０８－２， Ｎｅｅｄｌｅ－ｂａｓｅｄ

　

ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ，ｓｙｓｔｅｍｓ

　

ｆｏｒ

　

ｍｅｄｉｃａｌ

　

ｕｓｅ

　

－

　　　

Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ

　

ａｎｄ

　

ｔｅｓｔ

　

ｍｅｔｈｏｄｓ

　

－ Ｐａｒｔ

　

２： Ｎｅｅｄｌｅｓ

　

・工ＳＯＩ１６０８－４， Ｐｅｎ－ｉｎｊｅｃｔｏｒｓ ｆｏｒ ｍｅｄｉｃａｌ ｕｓｅ － Ｐａｒｔ ４： Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ

　　　

ａｎｄｔｅｓｔｍｅｔｈｏｄｓｆｏｒｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃａｎｄｅｌｅｃｔｒｏｍｅｃｈａｎｉｃａｌｐｅｎ－ｉｎｊｅｃｔｏｒｓ

　

・ 工ＳＯ

　

Ｉ１６０８－５， Ｎｅｅｄｌｅ－ｂａｓｅｄ

　

ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ

　

ｓｙｓｔｅｍｓ

　

ｆｏｒ

　

ｍｅｄｉｃａｌ

　

ｕｓｅ

　

－

　　

Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ

　

ａｎｄ

　

ｔｅｓｔ

　

ｍｅｔｈｏｄｓ

　

－

　

Ｐａｒｔ

　

５： Ａｕｔｏｍａｔｅｄ ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ

・Ｊ工ＳＱ１３４８５， 医療機器－品質マネジメントシステム一規制目的のための

　

要求事項

　　

・ 工ＳＯ

　

１３４８５， Ｍｅｄｉｃａｌ

　

ｄｅｖｉｃｅｓ

　

－

　

Ｑｕａｌｉｔｙ

　

ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

　

ｓｙｓｔｅｍｓ

　

－－

　　　

Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ

　

ｆｏｒ

　

ｒｅｇｕｌａｔｏｒｙ ｐｕｒｐｏｓｅｓ

・工ＳＯ１４２５３－１，Ｇｅｏｍｅｔｒｉｃａｌｐｒｏｄｕｃｔｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＰＳ）－工ｎｓｐｅｃｔｉｏｎｂｙ

　　

ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ

　

ｏｆ

　

ｗｏｒｋｐｉｅｃｅｓ

　

ａｎｄ

　

ｍｅａｓｕｒｉｎｇ ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ

　　

－

　

，Ｐａｒｔ



　

１：Ｄｅｃｉｓｉｏｎ

　

ｒｕｌｅｓ

　

ｆｏｒ

　

ｐｒｏｖｉｎｇ

　

ｃｏｎｆｏｒｍｉｔｙ

　

ｏｒ

　

ｎｏｎｃｏｎｆｏｒｍｉｔｙ

　

ｗｉｔｈ

　

ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ

・Ｊ藤Ｂ０６４１－１， 製品の幾何特性仕様（ＧＰＳ） －製品及び測定装置の測定によ

　

る検査－第１部：仕様に対する合否判定基準
・Ｊ焔 Ｔ１４９７１， 医療機器－リスクマネジメントの医療機器への適用

・ 工ＳＯ

　

１４９７１， Ｍｅｄｉｃａｌ

　

ｄｅｖｉｃｅｓ－Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ

　

ｏｆ

　

ｒｉｓｋ

　

ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

　

ｔｏ

　

ｍｅｄｉｃａｌ ｄｅｖｉｃｅｓ

・ＩＳＯ／工ＥＣＧｕｉｄｅ９８－３， Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙｏｆｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ－Ｐａｒｔ３：Ｇｕｉｄｅｔｏｔｈｅ

　

ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ ｏｆ ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ ｉｎ ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ （ＧＵＭ：１９９５）

・ＴＳＺＯ０３３， 測定における不確かさの表現のガイ ド

・Ｊ服 Ｃ６００６８－２－６， 環境試験方法－電気・電子－第２－６部：正弦波振動試

験方法（試験記号：Ｆｃ）
・工ＥＣ

　

６００６８－２－６， Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ

　

ｔｅｓｔｉｎｇ－Ｐａｒｔ

　

２－６： Ｔｅｓｔｓ－Ｔｅｓｔ

　

Ｆｃ：

Ｖｉｂｒａｔｉｏｎ （ｓｉｎｕｓｏｉｄａｌ）

・Ｊ酷 Ｃ６００６８－２－３０， 環境試験方法－電気・電子－第２‐３０ 部：温湿度サイ

　

クル （１２十 １２ 時間サイクル） 試験方法 （試験記号：Ｄｂ）
・工ＥＣ６００６８－２－３０，Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌｔｅｓｔｉｎｇ－Ｐａｒｔ２－３０：Ｔｅｓｔｓ－ＴｅｓｔＤｂ：Ｄａｍｐ

ｈｅａｔ， ｃｙｃｌｉｃ （１２ｈ ＋ １２ｈｃｙｃｌｅ）

・Ｊ藤 Ｔ０６０１－１， 医用電気機器－第 １ 部：基礎安全及び基本性能に関する

一般要求事項
・ＪエＳＴ０６０１－１－２， 医用電気機器－第１－２ 部：安全に関する一般的要求事

項－電磁両立性－要求事項及び試験
・ 工ＥＣ

　

６０６０１－１－２， Ｍｅｄｉｃａｌ

　

ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ

　

ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ － Ｐａｒｔ

　

ｌ－２： Ｇｅｎｅｒａｌ

　

ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ

　

ｆｏｒ

　

ｂａｓｉｃ

　

ｓａｆｅｔｙ

　

ａｎｄ

　

ｅｓｓｅｎｔｉａｌ

　

ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ

　　

－

　

ＣｏｌｌａｔｅｒａＩ

　

Ｓｔａｎｄａｒｄ：

　

Ｅ１ｅｃｔｒｏｍａｇｎｅｔｉｃ

　

ｄｉｓｔｕｒｂａｎｃｅｓ － Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ

　

ａｎｄ ｔｅｓｔｓ

・工ＥＣ６２３６６， Ｍｅｄｉｃａｌｄｅｖｉｃｅｓ－Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ ｏｆｕｓａｂｉｌｉｔｙｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ ｔｏ

　

ｍｅｄｉｃａｌ ｄｅｖｉｃｅｓ



別添２

ヘパリン使用人工心肺回路用血液フィルタ等に関する取扱い

　

この別添の取扱いについては、 法第２３条の２の２３第１項の規定により厚生

労働大臣が基準を定めて指定する高度管理医療機器のうち、別表第１の二に規
定する 「１． ヘパリン使用人工心肺回路用血液フィルタ」 及び 「２． ヘパリン

使用単回使用人工心肺用除泡器」 の基準の適合に関して定めるものである。

１， 高度管理医療機器の業務範囲の記載区分

　　

当該業務範囲については、「２．ヘパリン使用人工心肺回路用血液フィルタ

及びヘパリン使用単回使用人工心肺用除泡器」 とする。

２， 基準の適合に関して必要な事項

（１） 適用範囲

　

告示別表第１の一に規定する「ヘパリン使用人工心肺回路用血液フィルタ」
及び 「ヘパリン使用単回使用人工心肺用除泡器」 は、 医薬品、 医療機器等の
品質、 有効性及び安全性の確保等に関する法律第２条第５項から第７項まで
の規定により厚生労働大臣が指定する高度管理医療機器、管理医療機器及び
一般医療機器 （平成１６年厚生労働省告示第２９８号）別表第１第７２１号及び

第７２７号に規定するヘパリン使用人工心肺回路用血液フィルタ及びヘパリン
使用単回使用人工心肺用除泡器とする。 ただし、６時間を超えて使用される
フィルタを除く。 当該医療機器に組み込まれるヘパリンについては、 生物由

来原料基準 （平成１５年厚生労働省告示第２１０ 号） に基づく品質及び安全性
の確保上必要な情報が確実に共有できるものであって、承認品目に使用され
ているものと同一のものに限る。 また、 既承認医療機器の承認書において、
原薬等登録原簿（以下「ＭＦ」という。）番号を引用している場合は、認証申請
を行う医療機器について、登録証の写し、ＭＦ利用に関するＭＦ登録者との契約

書の写しを添付できるものに限る。

（２） 既存品目との同等性を評価すべき主要評価項目とその基準

　

以下に示す内容を踏まえ、既存品との同等性評価を行うこと。その際には、
既存品に適用される規格等（（３）基本要件基準を満たすために引用可能な規
格等一覧を参照） を用いること。

①

　

血球損傷

　

ヘパリン使用人工心肺回路用血液フィルタ又はヘパリン使用単回使用人



工心肺用除泡器を組み込んでいる回路について、血しょう遊離ヘモグロビン、
血小板及び白血球の変化率 （ポジティブ又はネガティブ） を評価する。

②

　

ろ過効率

　

ヘパリン使用人工心肺回路用血液フィルタにおける、 粒子を除去する性

能を評価する。

③

　

流量

　

ヘパリン使用人工心肺回路用血液フィルタ又はヘパリン使用単回使用人

工心肺用除泡器を組み込んでいる回路について、安全性及び有効性が確保で

きるような流量及び圧力範囲であることを評価する。

④

　

気泡除去性能

　

ヘパリン使用人工心肺回路用血液フィルタ及びヘパリン使用単回使用人

工心肺用除泡器について、気泡の除去性能（除去された空気総量の効率など）
を評価する。

⑤

　

ヘパリンコーティング

　

ヘパリンコーティングが適切に行われていることを評価する。 例えば、
上記①から④等の試験結果において、これらの項目にて評価できる妥当性を

説明するとともに、ヘパリンコーティングが適切に行われていることを考察

する。

（３） 基本要件基準を満たすために引用可能な規格等一覧

　

認証基準への適合に関し、基本要件基準に適合することを説明するために

引用可能な規格等は以下のとおりであり、基本要件基準への適合を示す際に

は、 これらの規格の要求事項に適合することを示すこと。 また、 これらの規

格等への適合が確認できない場合は、適合を確認するために使用する他の規

格等の妥当性及び当該規格等への適合を示すことで、基本要件基準への適合

を示すこともできる。

①

　

同等性評価の考え方
・Ｊ工ＳＴ３２３２， 人工心肺回路用血液フィルタ

　　

・

　

ＩＳＯ

　

１５６７５，

　

Ｃａｒｄｉｏｖａｓｃｕｌａｒ

　

ｉｍｐｌａｎｔｓ

　

ａｎｄ ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ

　

ｏｒｇａｎｓ

　　　

Ｃａｒｄｉｏｐｕｌｍｏｎａｒｙ

　

ｂｙｐａｓｓ

　

ｓｙｓｔｅｍｓ－Ａｒｔｅｒｉａｌ

　

ｂｌｏｏｄ ｌｉｎｅ

　

ｆｉｌｔｅｒｓ

② その他



・Ｊ薦 ＴＯ９９３－１， 医療機器の生物学的評価－第 １ 部：リスクマネジメント
プロセスにおける評価及び試験
・工Ｓｏ

　

ｌｏ９９３－１， Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ

　

ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ

　

ｏｆ

　

ｍｅｄｉｃａｌ

　

ｄｅｖｉｃｅｓ－Ｐａｒｔ

　

ｌ：

　

Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ

　

ａｎｄ

　

ｔｅｓｔｉｎｇ ｗｉｔｈｉｎ

　

ａ

　

ｒｉｓｋ ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

　

ｐｒｏｃｅｓｓ

・工Ｓｏ

　

ｌｏ９９３－１１， Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ

　

ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ

　

ｏｆ ｍｅｄｉｃａｌ

　

ｄｅｖｉｃｅｓ

　

－

　

Ｐａｒｔ

　

ｌｌ：Ｔｅｓｔｓ

　

ｆｏｒ

　

ｓｙｓｔｅｍｉｃ ｔｏｘｉｃｉｔｙ

・Ｊ藤 Ｑ１３４８５， 医療機器－品質マネジメントシステム一規制目的のための

要求事項
・ 工ＳＯ

　

１３４８５， Ｍｅｄｉｃａｌ

　

ｄｅｖｉｃｅｓ

　

－

　

Ｑｕａｌｉｔｙ

　

ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

　

ｓｙｓｔｅｍｓ

　

－

　

Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ

　

ｆｏｒ

　

ｒｅｇｕｌａｔｏｒｙ ｐｕｒｐｏｓｅｓ

・Ｊ藤 Ｔ１４９７１， 医療機器－リスクマネジメントの医療機器への適用
・ 工Ｓｏ

　

１４９７１，

　

Ｍｅｄｉｃａｌ

　

ｄｅｖｉｃｅｓ－Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｒ１

　

ｏｆ

　

ｒｉｓｋ

　

ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

　

ｔｏ

　

ｍｅｄｉｃａｌ ｄｅｖｉｃｅｓ


